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指定（更新）申請様式等について 

 指定（更新）申請に関する様式について、市ホームページへ掲載しています

ので、ご確認ください。 

 

 
 

掲載場所 

トップページ > 分類でさがす > 事業者の皆さん > 事業者向け申請・届出 > 

福祉・医療(事業者向け） > 地域密着型サービス事業所の指定（更新）申請・

介護給付費算定に係る体制等に関する届出 

 

 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 事故の概要 事故結果 再発防止策

医療処置
関連

（チューブ
抜去等）

入浴時、シャワーチェアでカテーテルを踏んでいること
に気付かず移動した際、バルーンカテーテルが抜けて
しまった。予備パウチカテーテルへ交換。

異常なし

普段から、移乗の際などカテーテルの状況に気をつけていたが、入
浴の際、転倒等に気を取られ問題点が無いかの再確認をおろそか
にしてしまった。移乗の際は、カテーテルの状況を確認して安全に気
をつけて介助する。

異食

便秘傾向により下剤を服用しても排便がなく、摘便の
為受診。腹部レントゲンとCT撮影すると、回腸部にコイ
ンのようなものが写っていた。下剤処方し、自然に排
便されるのを待つ。

異常なし
室内の荷物をごちゃごちゃにすることがあるので、お菓子と間違って
食べてしまった可能性が高い。居室内の環境整備を行い、危険にな
り得るものを排除していく。

異食

布団上でパットをちぎり、食べているのを発見。口腔内
のパットを取り出し、確認すると喉の奥にパットが多量
にあった為ナースへ報告。吸引器と歯ブラシを使用し取
り除く。様子観察。

異常なし
普段より食事のパンをポケットに入れており、パンを食べようと思い
食べてしまったと思われる。布オムツへ変更。

誤薬、
与薬もれ
等

前日に体調不良で血糖値高値となっていたため、臨時
でインスリン4単位の指示が出ていた。当日も朝食前
血糖チェックで高値だったため、看護師が継続の指示
が出ていると勘違いし、本来不要なところ、インスリン4
単位を施行した。Drへ報告し、経過観察。

異常なし
スタッフの思い込みとダブルチェックでの確認漏れがあった。臨時で
の投薬は指示内容を個人で把握できるよう、申し送り内容や方法を
検討し、スタッフ間でのダブルチェックを徹底する。

誤薬、
与薬もれ
等

眠前薬を取り出し、確認する際に通常服薬している下
剤がセットされていないことに気付いたが、そのまま指
示を仰がず飲ませなかった。翌日、医務室看護師へ報
告。経過観察。

異常なし

配薬設置時にセットし忘れていた。与薬時に気づいたが、看護師へ
報告相談せずそのまま放置した。薬のセットを確実に行い、二人で
確認を行う。服薬支援の際、異常があった際は、看護師へ連絡し相
談、確認を行う。

転落
右側仰臥位でリクライニング車いすより転落しているの
を発見。右側のアームレストが下がっていた。右肩脱
臼。

打撲・
捻挫・脱臼

アームレストのロックが外れていた為アームレストが下がり姿勢が
崩れた拍子で転落した。リクライニング車いすへ移乗した際は必ず
アームレストのロックがかかっているか確認する。

転落

病院退院後、軽リフトで帰園中、息遣いの変化に気づ
き後方確認すると、ずり下がりを確認。頭がリクライニン
グ車椅子の座面にまでずり落ち、足が運転席シートの
下にはまり込んでいた。右脛骨骨折。

骨折

身体の屈曲制限あるが、クッションや滑り止めシートを準備していな
かった。リクライニング車椅子が、本人の状態に合っていなかった。
本人の状態に合った車いすで、シートベルトだけでなくクッションや
枕等を使用する。

転倒

入院先より帰園。食堂で他利用者の席にもたれるよう
に立っているのを発見し、呼びかけ、見守り職員に伝
えると同時に左側臥位に倒れる形で転倒。左大腿骨
頸部骨折。

骨折

退院したばかりで、動きがあることを把握できていなかった。退院前
に転倒していたという情報があったが、介護職員での把握が十分で
なかった。退院前の情報収集を細かく行い、退院後は見守りできる
席で対応する。

転倒
床センサー作動で訪室すると同時にふらつき後ろ側に
尻もちをついて転倒。ベッドの枠に後頭部をぶつけ出
血。

切傷
・擦過傷

床センサーを少し離して設置し歩き出したら反応するようにしていた
為、ベッド横に設置し、端坐位時点で反応するようにし、早く対応で
きるようにする。

転倒
食堂ホールで転倒。指先のみ軽度動くも右手全然動
かせず。ジンジンとする痛みの訴えあり。右上腕骨近
位端骨折。

骨折
スリッパで行動していたため、歩行時にふらついて転倒したと思わ
れる為、歩行時の見守り強化を行い、スリッパでなく靴の購入を検
討して歩きやすい環境を整える。

転倒

居室内センサーが鳴り訪室。起床後トイレ誘導し便座
へ座ったことを確認。他入所者の居室内センサーが
鳴った為、一時その場を離れ再度様子を見に戻るとト
イレの床に左側を下にしてうずくまっていた。左大腿骨
骨折。

骨折
足腰の衰えが見受けられており、起床時にトイレへ行く際はふらつ
きも見られたため、スタッフが傍に立ち見守りを行っていたが、今回
目を離してしまった。見守りを更に強化していく。

交通事故

送迎走行中、三叉路直進時、右側道路から車が飛び
出してきて運転席側に軽くぶつかった。直後、利用者
に声掛けし状態観察したところ、打撲の様子もなし。翌
日も訪問し体調面確認したが、異常なし。

異常なし
送迎中は事故が起こりうることを考慮し、安全運転する。利用者が
同乗しているときは責任の重大性を自覚し送迎業務を遂行する。

接触

ベッドから車いすへ移乗の際に、両下肢がクロスし右
下腿部が車椅子フットレストへ接触し切傷。受診し13
針縫合。感染予防のため、破傷風注射施行。抗生剤
処方。

切傷
・擦過傷

心疾患、腎疾患による全身浮腫があり、接触による切傷は安易に
起こりえた。下肢の位置と車椅子の位置に注意を払う必要があっ
た。下肢浮腫が顕著な為、下腿部を保護するようなレッグウォー
マー着用や車いすフットレストへの緩衝材の設置を行い再発防止に
努める。
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